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2013年3月期第1四半期 業績ハイライト
（単位：百万円）

欧州債務危機に伴う影響懸念等から日本経済は金融業を中心に先行き不透明な状況にあった。

情報サービス産業においては、顧客のＩＴ投資動向が全体としてまだら模様ながらも一部には投資
再開の動きも見受けられた こうした顧客ニーズに的確に対応することで当社グループの受注状再開の動きも見受けられた。こうした顧客ニーズに的確に対応することで当社グループの受注状
況は好調に推移。

増収増益決算となり、営業利益は黒字化を果たした。
売 上 高 ：産業ＩＴサービスが牽引し 前年同期比7 0％増

＜売上高＞ ＜営業利益＞ ＜四半期純利益＞

売 上 高 ：産業ＩＴサービスが牽引し、前年同期比7.0％増。
営業利益：増収効果に加え、構造改革効果や不採算案件の抑制等により、大幅に改善。黒字化。

＜売上高＞
前年同期比：＋4,729百万円（＋7.0％）

＜営業利益＞
前年同期比：＋2,292百万円

＜四半期純利益＞
前年同期比：＋907百万円

2012年3月期 2013年3月期
67 891

72,620 256

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

第1四半期 第1四半期

（実績）
（実績） （実績）

（実績）

67,891
,

▲453

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

（実績） （実績）

▲2,036 ▲1,360
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2013年3月期第1四半期 売上高・営業利益増減分析
（単位：億円）

＜売上高＞

678 9

726.2

その他 内部消去
調整額

678.9

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ
＋3.6

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋2.5

産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋33.1

＋4.9 調整額
＋3.2

＜営業利益＞

2012年3月期
第1四半期

2013年3月期
第1四半期

＜営業利益＞

2012年3月期
第1四半期

2013年3月期
第1四半期

2.5

その他
＋0.6

内部消去
調整額
＋0 3第1四半期 第1四半期

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋5 5

産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋7.6

＋0.3

▲20.3 ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ

＋5.5
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2013年3月期第1四半期 主要セグメント別損益状況
（単位：百万円）

ITｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰｻｰﾋﾞｽ 金融ITｻｰﾋﾞｽ 産業ITｻｰﾋﾞｽ
＜売上高＞
前期比：＋368百万円（＋1.4％）

＜売上高＞
前期比：＋258百万円（＋1.9％）

＜売上高＞
前期比：＋3,312百万円（＋11.6％）

「GDC御殿山」をはじめとする次世代データセ
ンター事業に対する需要増を背景に増収。

一部のクレジットカード会社においてIT投資再
開の動きが見られたこともあり、増収。

製造業大手顧客向け大型開発案件、一部案
件の検収時期の早期化等により、大幅増収。

（実績） （実績） （実績） （実績） （実績）

26,611 26,980 13,360 13,618
28,597

31,909

（実績） （実績） （実績） （実績）
（実績）

（実績）

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期
2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

＜営業利益＞ ＜営業利益＞ ＜営業利益＞

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

＜営業利益＞
前期比：＋889百万円（＋109.6％）

運営効率化によるコスト低減等により、大幅
増益。

＜営業利益＞
前期比：＋551百万円

構造改革効果の寄与等により、利益水準が
改善。

＜営業利益＞
前期比：＋769百万円

不採算案件の抑制や増収効果等により、利益
水準が改善。

1 700 2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

（実績）

（実績）

（実績）811

1,700

▲202

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

（実績）

（実績）
（実績）

（実績）

▲753

▲202

▲2 193

▲1,424
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各セグメントの売上高はセグメント間の売上高を含んだ数値です。

第1四半期 第1四半期
▲753 ▲2,193



2013年3月期第1四半期 受注状況
（単位：百万円）

＜2012年3月期第1四半期＞ ＜2013年3月期第1四半期＞

産業分野の中小型案件等の積上げに加え、金融分野も底打ちし、受注高・受注残とも前年同期比大幅増。

＜2012年3月期第1四半期＞ ＜2013年3月期第1四半期＞

当期受注高
当期売上高

31 055

当期受注高
49 466

当期売上高
34,304

当期受注高
44,918

31,055

期末受注残

49,466

期首受注残
期末受注残

72 940
期首受注残

47,967

期末受注残
61,830

期首受注残
57,778

72,940

＜当期受注高＞ ＜期末受注残＞
＋4,548百万円（＋10.1％）

【内訳】
44 918

49,466 61,830
72,940 ＋11,110百万円（＋18.0％）

【内訳】

28,559 33,107 39,092
44,043

・金融ITｻｰﾋﾞｽ
▲1百万円（▲0.0％）

・産業ITｻｰﾋﾞｽ
＋4,458百万円（＋15.9％）

44,918
, ,

・金融ITｻｰﾋﾞｽ
＋6,158百万円（＋27.1％）

・産業ITｻｰﾋﾞｽ
＋4,951百万円（＋12.7％）

16,359 16,358

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ

22,738 28,896

2012年3月期

第1四半期

2013年3月期

第1四半期

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ

Copyright © 2012 IT Holdings Corporation 5

当期受注高・当期末受注残・当期売上高は「ソフトウェア開発」に係るもののみ。

第1四半期 第1四半期 第1四半期 第1四半期



受注状況（四半期別推移）
（単位：百万円）

＜受注高＞

49 466

25,376 26,934 23,796
25,483 28,559

32,472 25,665
24,868 33,107

38,519 40,033 39,004
44,730 44,918 44,270

41,082
44,410

49,466

13,143 13,099 15,208 19,247 16,359 11,798 15,417 19,543 16,358

25,376 ,

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

産業ITｻｰﾋﾞｽ

金融ITｻｰﾋﾞｽ

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期

＜期末受注残＞＜期末受注残＞

57,028
51 571

57,898 61,830 60,589
67,270

57,778

72,940

31,806
32,017

35,950
29,738

39,092 39,665
43,804

33,325

44,043

産業ITｻｰﾋﾞｽ

,
51,571

47,967

25,222 19,553 21,948 18,229 22,738 20,925 23,466 24,453 28,896

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 第4四半期末 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 第4四半期末 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 第4四半期末

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期

金融ITｻｰﾋﾞｽ
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当期受注高・当期末受注残・当期売上高は「ソフトウェア開発」に係るもののみ。

2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期
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2013年3月期通期 業績予想ハイライト
（単位：百万円）

現時点では概ね計画通りに進捗しており、業績予想の変更はなし。

売 上 高 ：製造業の大手顧客向け大型開発案件の拡大のほか、産業分野での拡大継続を見込
積 がむ。期末受注残の積み上がりは安心材料の一つと考えている。

営業利益：前期の構造改革効果等の一方、先行投資や電力料値上げの影響等を考慮した水準。

＜売上高＞ ＜営業利益＞ ＜当期純利益＞＜売上高＞
前期比：＋12,583百万円（＋3.8％）

＜営業利益＞
前期比：＋1,879百万円（＋12.0％）

＜当期純利益＞
前期比：＋3,865百万円（＋181.0％）

通期 通期
通期

通期
17 500

通期
6 000

（実績）

通期
327,417 340,000

（計画）
（実績）

通期
15,621

17,500

（計画）

通期

6,000

（計画）

（実績）

上期
154,682

上期
162,000

（計画） 上期
4,683

上期
5,000

（実績）

上期

通期
2,135

上期
2,000

（計画）

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

2012年3月期 2013年3月期
（実績）

4,683

（計画）

（実績）

▲1,469

Copyright © 2012 IT Holdings Corporation 8

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期



2013年3月期通期 売上高・営業利益増減分析
（単位：億円）

2013年3月期連結業績予想の変更はありません。

＜売上高＞
3,400.0

（計画）

3,274.1

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋9.1

産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋79.4

その他
▲4.3

内部消去
調整額
＋19.4

（計画）

ｻ ﾋ ｽ
＋22.5

＜営業利益＞

2012年3月期 2013年3月期

＜営業利益＞

156.2
175.0

その他 内部消去 （計画）

ＩＴｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ
ｻｰﾋﾞｽ
▲8.4

金融ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋5.7

産業ＩＴｻｰﾋﾞｽ
＋20.5

▲3.7 調整額
＋4.9
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2013年3月期通期 主要セグメント別損益状況予想
（単位：百万円）

2013年3月期連結業績予想の変更はありません。

金融ITｻｰﾋﾞｽITｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰｻｰﾋﾞｽ 産業ITｻｰﾋﾞｽ
＜売上高＞
前期比：＋2,242百万円（＋2.0％）

＜売上高＞
前期比：＋901百万円（＋1.3％）

＜売上高＞
前期比：＋7,934百万円（＋5.3％）

BCP・DR需要等に伴うGDC御殿山の稼働向上に
より増収を見込む。

カードの持ち直し等により増収を見込む。 主要顧客向け大型案件の拡大が寄与するほか、
産業分野の拡大継続により増収を見込む。

通期
111 358

通期
113 600

通期
157 400

通期
149 466

通期
71 000

通期
70 099

（実績）

（計画）（実績）

（計画） （実績）

（計画）（実績）

（計画）（実績）

（計画）（実績）

（計画）

上期
55,180

111,358

上期
55,000

113,600

上期
75,600

157,400

上期
69,184

149,466

上期
32,800

71,000

上期
32,233

70,099

2012年3月期 2013年3月期

＜営業利益＞ ＜営業利益＞ ＜営業利益＞

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期

（実績） （計画） （実績） （計画）（実績） （計画）

＜営業利益＞
前期比：▲849百万円（▲10.5％）

GDC御殿山が稼働向上により改善するが、電力
料値上げの影響により、減益を見込む。

＜営業利益＞
前期比：＋566百万円（＋12.5％）

カードの持ち直しに伴う稼働率向上等により増
益を見込む。

＜営業利益＞
前期比：＋2,042百万円（＋76.8％）

増収効果等により、増益を見込む。

通期

（計画）
（実績） （計画）（計画）

（実績）

上期

通期
4,700

通期
2,658

上期

通期
5,100通期

4,534

上期

通期
7,200

上期
3 640

通期
8,049

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期
2012年3月期 2013年3月期

（実績） （計画）
（実績）

（実績）

（計画）（実績） （計画）

上期
700

上期
▲378

上期
1,500

上期
1,219

3,1003,640
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各セグメントの売上高はセグメント間の売上高を含んだ数値です。

2012年3月期 2013年3月期 2012年3月期 2013年3月期
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2013年3月期第1四半期 重点施策の進捗状況

第2次中期経営計画
基本コンセプト

2013年3月期
ITHDグループ経営方針

トップライン重視トップライン重視 本格的な本格的なVV字回復の年度と位置付け 売上高拡大を図る字回復の年度と位置付け 売上高拡大を図るトップライン重視トップライン重視 本格的な本格的なVV字回復の年度と位置付け、売上高拡大を図る字回復の年度と位置付け、売上高拡大を図る

・グループフォーメーションの進化（コア事業、成長分野に注力できる体制構築）
⇒アイ・ユー・ケイのITHD直接子会社からインテック子会社への変更決定（2012年7月）

・顧客基盤の再構築 成長企業/成長分野への取組みを強化・顧客基盤の再構築、成長企業/成長分野への取組みを強化

・営業の改革を図る

as One Companyas One Company グループ全体最適に向け、一体感を醸成するグループ全体最適に向け、一体感を醸成する

・コーポレート機能の整理集約
・先行投資を可能にする強靭な財務基盤の確立

⇒CMS一体運用検討プロジェクト・連結納税制度検討プロジェクトの開始（2012年6月）

ブ ブ・商品ブランド・コーポレートブランドの強化
⇒ブランド委員会の設置（2012年7月）

・次期グループ経営管理システムの構築

・ＩTHDカレッジの創設
⇒グループ共同研修の開催決定（2012年7月）

進取果敢進取果敢 事業面の変革を行う／サービス化・グローバル化へ踏み出す事業面の変革を行う／サービス化・グローバル化へ踏み出す

・市場起点サービス展開のためのマーケティング機能を強化

・ASEANを中心にグローバル化を加速

・投資委員会の設置

Copyright © 2012 IT Holdings Corporation 12

投資委員会の設置



2013年3月期第1四半期 ITHDグループトピックス

国内初の広域仮想クラウドサービス「EINS WAVE」の
提供を開始（2012年6月）

 『TIS Enterprise Architecture Laboratory』を開設
（2012年5月）

国内3地域（首都圏、北陸、関西）のデータセンターを接続。各
データセンターで稼働するクラウドサービスを、二重化した運用
管理体制のもとで全国規模の1つの仮想クラウドサービスとして
提供。

アプリケーションやハードウェアなどITシステムの概念実証（Proof 
of Concept）をもとに、企業のビジネスに寄与する効果的なIT
戦略の立案を支援

⇒第1弾として、オラクルのエンジニアド システムズを活用した、

＜EINS WAVEの全体イメージ＞
効果的なIT戦略の立案を支援する検証環境を提供。

【写真左】
オ プ ングセレモ

EINS WAVE：「Extended INfrastructure Service Wide Area Virtual cloud Environment」の略

オープニングセレモニー
の模様

【写真右】
検証ルームが設置され
た次世代型データセン
ター「GDC御殿山」

Copyright © 2012 IT Holdings Corporation 13

ター「GDC御殿山」



ITHDグループ 2013年3月期第1四半期 プレスリリース一覧

発表日付 タイトル

2012/4/2 スケールアウト型クラウドソフトウエア『EXAGE（エクセージ）』新製品

2012/4/2 ビッグデータ時代の超高速ログ記録を実現するソフトウエアEXAGE / Loggerを提供開始（インテック）

2012/4/9 TISとインテック、会員登録時の本人認証の信頼性を高める『携帯電話認証サービス』を提供開始（TIS/インテック）

2012/4/19 インテック、ID管理ソリューション「結人」、「束人」の最新版をリリース（インテック）

2012/5/10 スケールアウト型クラウドソフトウエア『EXAGE（エクセージ）』がさらに充実（インテック）

2012/5/16 TIS、アプリケーションからハードウェアまでのシステムの概念実証を行う『TIS Enterprise Architecture Laboratory』を開設（TIS）

2012/5/29 個人投資家を対象とした投資及び景気動向に関する第12回「定点観測レポート」発表（キーポート・ソリューションズ）

2012/5/29 ACメディカル、日中韓台の4ヵ国CROによるアライアンス体制を確立し、グローバル治験受託サービスを開始（ACメディカル）

2012/6/4 三洋化成工業が、グローバル化の推進に向けて3ヵ国、7拠点の海外連結子会社の基幹業務システムを統一（TIS）

2012/6/6 インテック 金融機関向けモバイル活用プラットフォームサービス「F3（エフキューブ）mobile Shield Center service」の提供開始2012/6/6 インテック、金融機関向けモバイル活用プラットフォ ムサ ビス「F3（エフキュ ブ）mobile Shield Center service」の提供開始
（インテック）

2012/6/7 クオリカ、生産管理システム「AToMsQube」を活用し、お客様オリジナルのシステムを高品質、短納期、低コストで構築（クオリカ）

2012/6/8 インテック、国内初の広域仮想クラウドサービス「EINS WAVE」提供開始（インテック）

2012/6/12 TIS 機能強化した中国国内向けPaaS/IaaS型クラウドサービスの「飛翔雲」を提供開始（TIS）2012/6/12 TIS、機能強化した中国国内向けPaaS/IaaS型クラウドサービスの「飛翔雲」を提供開始（TIS）

2012/6/13 インテック、金融機関向け金融犯罪対策ソリューション「F3（エフキューブ）アンチ・マネーロンダリング対応ソリューション」を開発
開始（インテック）

2012/6/14 日本セーフネットとTISが、認証および暗号化製品でリセラー契約締結（TIS）

2012/6/18 インテック大連（英特克信息技術（大連）有限公司）設立（インテック）2012/6/18 インテック大連（英特克信息技術（大連）有限公司）設立（インテック）

2012/6/19 ネクスウェイとドリーム・アーツ、チェーンストアの経営と現場のPDCAサイクルを支援する『店舗matic』にエリアマネージャ/SV向
け店舗巡回レポート機能を追加（ネクスウェイ）

2012/6/27 Web･電話連動型 O2Oサービス「Callクレヨン」「ASP･SaaS･クラウドアワード2012」の「先進技術賞」を受賞（TIS/インテック）

2012/6/27 TIS G l A などのクラウド間連携と営業支援（SFA）機能を強化した『ナレジオンG ti 2』で 中堅 中小企業向けの2012/6/27 TIS、Google Appsなどのクラウド間連携と営業支援（SFA）機能を強化した『ナレジオンGeneration2』で、中堅・中小企業向けの
情報共有を支援（TIS）

2012/6/29 TISと日本ネクサウェブが業務システムの“VBマイグレーション分野”で協業（TIS）
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（ご注意事項）（ご注意事項）
・本資料ではITホールディングスを略称名（ITHD）にて記載しています。
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、ITHDグループ（ITHDおよびグループ会社）が現在入手し
ている情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社としてその実現を約束する趣旨のものではあ
りません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


